
社長と富士山に登ろう会 
 

2018 年 7 月 14 日 ～15 日 

（吉田口ルート） 

 

吉田口５合目～６合目間（標高 2,400m 付近、１日目 １３時頃） 

 

7/14-15 の 1 泊 2 日で、「社長と富士山に登ろう会」のメンバーで富士山に登ってきました。 

メンバーは、社長を中心に社内外を問わず総勢１２名。 

「一生に一度は富士山に登りたい！」 

社長のその一言で始まった企画でした、これだけの方に集まっていただきました。 

当日は風もほとんどなく、天気は晴れ！絶好の富士登山日和となりました！ 

残念ながら１２人全員での登頂は叶いませんでしたが、御来光は無事全員で拝見できました！ 

 

※富士登山経験者は５名のみ。７名は富士山だけでなく、登山自体へのほぼ初チャレンジ！ 



今回歩いた「吉田口ルート」とは、山小屋やその他施設が飛び抜けて整っており一番初心者向け

と言われており、富士登山４ルートの中でも最も人気のコースです。もう一つの人気ルートでも

ある「富士宮ルート」だけで富士登山者の 8 割以上を占めるという統計が出ています。 

＜特徴＞ 

①他の登山ルートに比べて、圧倒的に山小屋が多く、休憩やトイレに困らない。 

 

 

 

 

 

 

②登山道と下山道が分かれており、登山者と下山者の道の譲り合いによる渋滞は発生しにくい。

（ただし、世界文化遺産に登録されてから、一層の人気コースとなり渋滞は避けられない。） 

③登山道は、砂礫道、溶岩の岩場など変化があり、他コースに比べると楽しい。 

 

【⾖知識１】富士山のトイレ事情 

トイレを利⽤する際、100 円〜300 円程度の協⼒⾦（チップ）が必要！ 

※富士山のトイレは、現地での⼀次処理後の廃棄物を麓まで運んでから処理
します。また、現地での清掃要員の人件費、建物のメンテナンス、焼却式の
トイレでは燃料費や燃料の運搬費など、維持管理には莫⼤な費⽤がかかりま
す。（参考：山頂トイレの年間維持管理費：約 5,000 万円） 



 
登山開始！頂上が…遠すぎる！！ 

皆、上を向いて歩かないことを心に誓いました！（笑） 

 

 

早速渋滞に・・・！年々登山客が増加しているような気がします・・・！ 



  

普段見ることのできない雲海に皆テンションが上がりました！

 

一歩一歩をリズムよく、 

石段に多少苦労しながらも 

社長も順調に登っています！ 

 

晴れ渡る青空 

眼下に広がる白雲 

鳥居の朱色 

組み合わせがとても綺麗でした 



 

いよいよ日も沈みはじめました。 

山小屋まではあともう一歩です・・・。でも夕焼けにうっとりしちゃいました。 

眼下の富士吉田の街も少しずつ夜の顔になりつつあります。 

 



 

無事、１２名全員で８合目、「下江戸屋（標高 3,350m）」（皇太子殿下が御宿泊された山小屋）に到着！ 

普段のカレーライスも美味しいですが、富士山の山小屋で食べるのは格別です☆ 

みんなで美味しく頂きました！（１日目 20 時頃） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

山頂での御来光を目指すため、山小屋で 4 時間ほど仮眠し、夜０時に出発！ 

（ここだけの話、ガイドさんが時間を誤って 1 時間早く起こされ出発しました。内緒です。笑） 

4 名は山小屋からのご来光を楽しみ、他の 8 名は混雑なく、10 合目に 3 時頃無事到着！ 

御来光まで約 1 時間半ほど待機ですが、山頂は真冬のような天気です。 

（この時期だと最高気温でも 8 度程…。） 

しかし、寒さに耐えながら待ち続けた御来光はとても、とても美しいものでした。 

 

地球は、丸かった…。そう思わせる美しい地平線でした。 

【⾖知識２】富士山における「山小屋」とは？ 
 

①宿泊施設 ・全て男⼥相部屋 ・洗⾯⽤の⽔や風呂・シャワー無し 
      ・仮眠を取る簡易宿泊所なので、寝袋でギュウギュウ詰め 

・全ルートの合計収容人数：約 6,630 人 
      （吉田：3,600 人 富士宮：1,340 人 須走：1,300 人 御殿場：390 人） 
②休憩所  山小屋で買ったものの飲食時に⼀時的に入って休憩 
③売店   ⽔や食料は、麓からクローラーというキャタピラ⾞で運ぶ。 

そのため、費⽤がかかり、山麓や五合目に比べて割高。 
例：⽔（500ml）…5 合目：150 円 8 合目：500 円 

④トイレ  山小屋のあるところしか基本的にトイレ無（他は⾖知識１参照） 



今回は期待以上の御来光＆朝焼けの素晴らしい景色、そして澄んだ青空と美しい雲海、 

登ろう会のメンバーで過ごした心地よい時間が最高の思い出になりました。 

この度ご参加いただいたメンバーの方、誠にありがとうございました。 

また、今回は残念ながら参加できなかったメンバーの方、是非来年は一緒に登りましょう！ 

 

日本人に生まれた限りは、一度は行ってみたいのが「富士山」だと思います。 

行ってみたくなった方は、ぜひ来年、ご参加をお待ちしております！ 

 

記：第一営業部 川村 

 

富士山の頂上にて（剣ヶ峰を背に） 


